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物
価
の
値
上
げ
や
消
費
税
増
税
、

社
会
保
険
料
の
値
上
げ
な
ど
で
、
区
民

の
く
ら
し
は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

安
倍
政
権
は
、
大
企
業
に
は
法
人
税
減

税
を
ば
ら
ま
く
一
方
、
国
民
に
は
、
年

金
の
削
減
、
入
院
時
の
給
食
費
や
特
養

ホ
ー
ム
の
利
用
料
の
値
上
げ
、
生
活
保

護
費
の
削
減
な
ど
、
社
会
保
障
は
軒
並

み
改
悪
と
い
う
暴
走
を
進
め
て
い
ま
す
。

国
に
対
し
、
２
０
１
７
年
４
月
の
消
費

税
10
％
増
税
と
一
連
の
社
会
保
障
改
悪

の
中
止
を
求
め
る
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

区
長
は
「
消
費
税
増
税
と
社
会
保
障

の
一
体
改
革
は
、
少
子
高
齢
化
と
社
会

保
障
費
の
増
大
を
踏
ま
え
れ
ば
避
け
て

通
れ
な
い
道
筋
。
国
民
の
将
来
不
安
を

解
消
す
る
た
め
に
も
必
要
な
政
策
」
と
、

従
来
通
り
増
税
と
社
会
保
障
改
悪
を
容

認
す
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

安
倍
政
権
が
狙
う
介
護
報
酬
の
大
幅

削
減
は
、
特
養
ホ
ー
ム
な
ど
の
経
営
を

悪
化
さ
せ
る
だ
け
な
く
、
入
所
抑
制
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
閉
鎖
な
ど
を
引
き

起
こ
し
、
介
護
難
民
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
は
あ
き
ら
か
で
す
。
区
内
の
あ
る
特

養
ホ
ー
ム
の
施
設
長
は
「
こ
れ
ま
で
も

赤
字
経
営
だ
っ
た
も
と
で
、
介
護
報
酬

が
削
減
さ
れ
れ
ば
職
員
体
制
を
見
直
さ

ざ
る
を
え
ず
、
特
養
の
ワ
ン
ユ
ニ
ッ
ト

閉
鎖
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
閉
鎖
を
検

討
せ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
語
っ
て
い
ま

す
。
介
護
の
現
場
に
計
り
知
れ
な
い
打

撃
を
与
え
る
介
護
報
酬
削
減
の
中
止
を

求
め
る
と
と
も
に
、
特
養
ホ
ー
ム
運
営

の
支
援
の
た
め
に
東
京
都
が
行
っ
て
い

る
「
経
営
支
援
事
業
」
の
拡
充
を
都
に

求
め
、
区
立
で
ス
タ
ー
ト
し
た
施
設
へ

の
区
の
補
助
も
拡
充
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
と
荻
窪
税
務
署

と
の
財
産
交
換
問
題
に
つ
い
て
、
住
民

や
利
用
者
は
計
画
そ
の
も
の
に
も
進
め

方
に
も
納
得
し
て
い
ま
せ
ん
。
あ
ん
さ

ん
ぶ
る
荻
窪
に
つ
い
て
説
明
会
開
催
を

求
め
る
声
が
再
三
に
わ
た
り
出
さ
れ
て

も
「
特
定
の
施
設
に
対
す
る
説
明
会
は

開
か
な
い
」
な
ど
と
拒
否
し
続
け
て
い

る
区
の
姿
勢
は
重
大
問
題
だ
と
指
摘
し

ま
し
た
。
区
長
は
「
計
画
の
具
体
化
に

あ
た
っ
て
は
区
民
に
て
い
ね
い
に
説
明

し
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
」

と
繰
り
返
す
の
み
で
、
ま
と
も
に
答
弁

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
住
民
の
願
い
に
背

を
向
け
る
姿
勢
が
あ
ら
た
め
て
う
き
ぼ

り
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
27
日
か
ら
は
、
予
算
特
別
委
員

会
が
始
ま
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
み
な

さ
ん
の
声
を
届
け
奮
闘
し
ま
す
。

お困りごと、ご相談は、上記連絡先まで、お気軽にお電話ください

安倍政権の暴走にストップをかけ、
いのちとくらし守る区政へ ―区議会代表質問―

増
税
と
社
会
保
障
改
悪
許
す
な

２
月
12
日
の
第
一
回
区
議
会
定
例
会
代
表
質
問
で
、
私
く
す
や
ま
美
紀
は
、

区
民
の
く
ら
し
と
福
祉
を
守
り
向
上
さ
せ
る
よ
う
田
中
区
長
に
求
め
ま
し
た
。

住
民
の
声
を
聴
か
な
い

区
長
の
姿
勢
が
う
き
ぼ
り
に

介
護
現
場
の
実
態
を
無
視
し

た
報
酬
削
減
は
中
止
を



区民アンケートに寄せられた

区民生活の深刻な実態とは？

「消費税が８％になり、ものを買

わない、医者に行きたくない、節電・節水、

出かけたくないなど、お金を使わない工夫を

しています。１０％増税はとんでもない。絶

対に止めてほしい」７０代 年金生活 男性

「非正規なので給料が年収

２００万円しかなく貯金ができない。

老後が心配。公共工事を止めて介護職

員の給料の引き上げに使ってほしい。

３Ｋなのに月給１５万円は安すぎる。

これでは介護は充実しない」

３０代 男性

「昨年の年収 フルタイム介護職 約

１６０万円に対し、社会保険料差し引

かれ手取り１００万円未満に。子ども

の成長により教育費、食費等の出費は

大幅増で生活苦。腰痛等をがまんして

医療費を抑えて何とかやってます。貯

蓄もできず不安感」

３０代 女性 非正規

「年金が減額になりました。年齢を

重ねていくと病気も多くなり、医療費がかさみ、

生活が苦しくなりました。国保料は年間３０万

円です。夫がほんの少し働いているためです。

何とかなりませんか」

６０代 年金生活 女性

「国保料が高い。社会保険料の時の倍以上です」

４０代 女性

「あと１０年くらいで死なないと医療費も大変。

生活も苦しくなる。長生きは厳しいと思う。国

保の最低ラインが高すぎ。これでは年金生活者

は、ほぼ最高額の支払いになる。介護保険を利

用しない者には所得税など軽減を」

６０代 女性 主婦

日本共産党杉並区議団が昨年秋から今年にかけて行った「杉並区民アンケート」には、

２０７３通の返信が寄せらました。ご協力ありがとうございました。

代表質問では、寄せられた声を紹介し、区民の切実な願いにこたえるよう求めました。

消費税

国 保 料

雇用

アンケートには、くらしや雇用のきびしさ、税・
社会保険料負担の重さを訴える声が数多く寄せら
れました。国民を痛めつける安倍政権の政治に歯
止めをかけ、希望持てる社会をつくるため、力を
合わせましょう。日本共産党は国政でも都政でも、
そして区政でも全力を尽くします。

消費税１０％増税 反対 ７０％
集団的自衛権行使容認 反対 ６８％
原発再稼働 反対 ７１，９％

安倍政権の暴走に「ノー」の声多数 くらし向き

良くなった ４，０％
変わらない ３１，３％
苦しくなった ６１，０％
無回答 ３，７％

「苦しくなった」原因（上位）

物価の上昇
税金や社会保険料の負担増
年金の減少

今後のくらしについて

不安がある ８０，４％
不安はない ７，１％
どちらでもない ８，６％
無回答 ３，９％


